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そ
も
そ
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
、
通

常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
ど
こ
が

違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
動
物
の
間

だ
け
で
感
染
し
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
人
に
感
染

し
、
さ
ら
に
人
か
ら
人
へ
と
効
率
よ
く
感

染
で
き
る
よ
う
に
変
異
し
た
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
こ
と
で
す
。
発
生
当
初
は
大
半
の
人
に

免
疫
が
な
い
た
め
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）
が
発
生
し
、
感
染
し
た
人
は

重
症
化
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
20
世
紀

に
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
3
回
起
こ
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
ス
ペ
イ
ン
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
1
9
1
8
年
）
は
被
害
が
大
き
く
、

全
世
界
で
約
4
0
0
0
万
人
、
日
本
で
は

約
39
万
人
も
の
方
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
ウ
イ

ル
ス
は
、
そ
の
後
大
半
の
人
に
免
疫
が
で
き

た
た
め
、
当
初
よ
り
流
行
規
模
は
小
さ
く
、

感
染
し
た
際
の
症
状
も
軽
く
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
ウ
イ
ル
ス
に
は
、「
香
港
型
」「
ソ
連

型
」
と
い
っ
た
名
前
が
付
き
、
現
在
で
も
流

行
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
通
常
の

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

〜
正
し
い
知
識
で
適
切
な
対
処
を
〜

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
各
地
で
集
団
感
染
が
起
き
る
な
ど
流
行
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
重
症
化
あ
る
い
は
亡
く
な
る
方

も
出
る
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
も
飛
び
交
い
、
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
わ
た
し
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
こ
と
、
万
一
感
染
し
た
場
合
は
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
し
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

動
物
か
ら
人
に

感
染
し
て
広
が
る

「
新
型
」

多
く
の
人
に

免
疫
が
で
き
る
と

「
季
節
性
」
に

毒
性
が
低
い
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
変
異
の
可

能
性
も
あ
り
油
断

は
禁
物

　

今
流
行
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
豚
に
由
来
す
る
ウ
イ
ル
ス
（
A
/

H
1
N
1
）
が
原
因
で
す
が
、
毒
性
は
低
く
、

感
染
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
軽
症
で
回
復
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
方
は

重
症
化
す
る
可
能
性
が
高
く
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
は
常
に
変
異
し
続
け
る

た
め
、
今
後
毒
性
が
強
い
ウ
イ
ル
ス
に
変

わ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
も

と
も
と
毒
性
が
強
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
H
5
N
1
）
が
大
流
行
す
る
可
能
性
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
油
断
は
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

持
病
の
有
無
や
年

齢
を
問
わ
ず
あ
ら

ゆ
る
人
が
感
染
に

注
意

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
軽
症
で
済
ん
で
い
る
今

回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
感
染

す
る
と
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
方
々

（
ハ
イ
リ
ス
ク
群
）
も
い
ま
す
。
左
に
挙
げ

る
ハ
イ
リ
ス
ク
群
の
方
々
は
、
感
染
防
止
策

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
の
受
診

の
仕
方
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
実
際
、
弱

毒
性
と
い
わ
れ
る
A
/
H
1
N
1 

で
す
が
、

ご
く
少
数
な
が
ら
脳
症
や
肺
炎
、
重
い
呼
吸

器
障
害
な
ど
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
や
、
腎
臓

疾
患
が
あ
る
方
の
死
亡
例
も
出
て
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
群
の
方
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
も
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
人
が
免
疫
を
も
た
な
い
新
型
の
流
行

が
拡
大
し
た
場
合
、
重
症
者
、
死
者
が
よ
り

増
え
る
こ
と
は
、
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
群
の
方
は
、
い
っ
そ
う
注
意
深

く
感
染
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
内
で
も
海
外
で
も
、
今
回
の
新

型
（
A
/
H
1
N
1
）
で
は
10
代
を
中
心
に

若
い
世
代
に
感
染
者
が
多
い
半
面
、
高
齢
者

の
感
染
例
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
あ
る
年
齢
以
上
の
高
齢
者

は
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
（
A
/
H
1
N
1
）
の

抗
体
を
も
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
免
疫
は
弱
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
高
齢
者
は
い
っ
た
ん
感
染
す
る
と
死

亡
率
が
高
く
な
る
の
で
油
断
す
べ
き
で
は
な

い
と
の
専
門
家
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
世
代

を
問
わ
ず
、
新
型
に
は
注
意
が
必
要
と
い
え

そ
う
で
す
。

重症化しやすい
“ハイリスク群” 
持病をお持ちの方、
妊婦さんなどは要注意！

持病をお持ちの方

予防を徹底し、あらかじめかかりつけ医に相談しておきましょ

う。たとえば糖尿病の方は、きちんと血糖管理されているかな

どを確認しておくと安心です。

　下に挙げるような持病のある方は、病気の管理がうまくいっ

ていないと免疫機能が低下し重症化する可能性が高まります。

　妊婦、乳幼児、高齢者の方々も、インフルエンザが重症化

することがあると報告されています。持病をお持ちの方と同様、

感染予防に心がけましょう。

その他

新型インフルエンザの
ワクチン接種について

妊娠している方へ
○インフルエンザの症状が出た場合、かかりつけの産婦

人科医を直接受診しないでください。重症化しやすい妊

婦から妊婦への感染を防ぐための措置です。

○治療には抗インフルエンザウイルス薬（タミフル・リレ

ンザ）が有効です。米国疾病予防局ガイドライン2007

では投与によって、妊婦およびお腹の中の赤ちゃんに大き

な異常を引き起こすことはないと報告されています。

　インフルエンザの予防に効果的なワクチンです
が、新型の場合、新しく発生したウイルスからワ
クチンを製造するまでに一定の時間がかかります。
用意ができても数に限りがあるため、ハイリスク
群や医療関係者などに優先的に接種されるため
すぐに行き渡るわけではありません。それだけに、
個人でできる対策がより重要になってくるのです。

■妊娠している方
■乳幼児
■高齢の方

日本産科婦人科学会：新型インフルエンザ（H1N1）感染に対するQ&Aより

正しい情報を入手しましょう

　新型インフルエンザの状況や国や県、市の対応は
刻々と変化しています。マスコミ報道や公的な情報を
常にチェックし、最新の情報を確認しておきましょう。

　主な公的情報源

●川崎市　http://www.city.kawasaki.jp/
●神奈川県　http://www.pref.kanagawa.jp/
●厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/

■ぜん息、COPD（慢性閉塞性肺疾患）の方など〈慢性呼吸
器疾患〉

■先天性の心臓病、冠動脈異常の方など〈慢性心疾患〉
■糖尿病の方など〈代謝性疾患〉
■透析中の方など〈腎機能障害〉
■免疫を下げる薬※を内服中の方など〈免疫機能不全〉
　※ステロイド剤など
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
者

の
鼻
水
、
咳
、
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
飛
び
散

る
し
ぶ
き
（
飛ひ

沫ま
つ

）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
感
染
の
仕
方
は
、
以
下
の
2
通
り

に
な
り
ま
す
。

●
飛
沫
感
染　

飛
沫
を
含
ん
だ
空

気
を
吸
い
込
み
、
鼻
や
喉
の
粘
膜

か
ら
感
染

●
接
触
感
染　

飛
沫
が
付
い
た
も

の
（
ド
ア
ノ
ブ
や
つ
り
革
、
水
道

の
蛇
口
な
ど
）
を
触
っ
た
手
か
ら
、

目
や
鼻
、
口
の
粘
膜
に
感
染

　

飛
沫
／
接
触
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な

の
が
、「
人
込
み
を
避
け
る
こ
と
」「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」「
手
洗
い
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

は
新
型
だ
け
で
な
く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
も
有
効
で
す
。

熱が下がっても、熱が下がっても、
しばらくは外出をしばらくは外出を
控えましょう控えましょう

熱が下がってから2日目までは外出を控えましょう

　インフルエンザウイルスの感染力は、症状がなくなってもしばらくは残っています。他の
人に感染させないために、以下のことを守ってください。

　発熱などの症状がなくなっても、症状（発熱や咳、のどの痛みなど）が始まった日の翌
日から7日目までは、できるだけ外出しないようにしてください。

早めの受診が大切です。
かかりつけ医に相談しましょう
　急な発熱、咳、のどの痛みなど、インフルエンザが疑われる症状が出た場合、重症化する前に早めに医師の診察を受けること
が大切です。かかりつけ医あるいは一般の診療所・病院に連絡のうえ受診してください。
　ただし産科医院や透析・がん専門病院など一部の医療機関では、発熱患者の診療を行わない場合もあります。受診する医療機
関がわからない方は、発熱相談センターに電話し指示を受けてください。

発熱相談センターでは、
■自宅療養されている方の相談
■新型インフルエンザに関することでわか
らないこと、不安なことがある場合の相
談も受け付けています。

相談窓口 電話番号 開設時間

川崎市健康福祉局健康安全室
044-200-2692
FAX 044-200-3928

月～金
8:30 ～17:00
( 祝・祭日除く）各区の

保健福祉センター

川崎区 044-201-3189
幸　区 044-556-6715
中原区 044-744-3104
高津区 044-861-3341
多摩区 044-935-3217
宮前区 044-856-3217
麻生区 044-965-5218

＊各区の保健福祉センターおよび健康安全室に設置されています

インフルエンザの症状が出たら

咳エチケット

手洗い

　感染者自身の心遣いが、ウイルスの
拡散を防ぎます。ぜひ、咳エチケット
を実行してください。

■咳・くしゃみがでたら、他の
人にうつさないためにマスクを
着用しましょう
＊マスクをもっていない場合は、ティッ
シュなどで口と鼻を覆い、他の人から
顔をそむけて 1m 以上離れましょう。

■鼻汁・痰などを含んだティッ
シュはすぐにゴミ箱に捨てま
しょう

■咳をしている人にマスクの
着用をお願いしましょう
＊マスクは主に、感染者がウイルスを
拡散させないために使用します（ウイ
ルスの侵入を防ぐ効果も多少はありま
す）。家庭用のマスクには、不織布製
マスクとガーゼマスクの2 種類ありま
すが、ウイルス拡散防止に有効なのは、
不織布製です。

　インフルエンザのもっとも
有効な予防策は、人と人との
接触を減らすことです。つま
り人込みを避ける、あるいは
混雑している電車などに乗ら
ない（可能ならば時差通勤・
通学を）などの対策が望ま
れます。特に持病をお持ちの
方、妊婦、高齢者の方などハ
イリスク群の方は、可能な限
り、人込みに近づかないよう
にしましょう。

こんなときに手洗いを
●帰宅時　●トイレの後　●食品を取り
扱うとき　●食事の前　●咳やくしゃみ
で口を押さえた後　●病人（インフルエ
ンザに限らず）の看病の前後　など

■水とせっけんを使って、
　30 秒以上洗いましょう
■洗った後は水分を十分に
　拭き取りましょう
＊さらに消毒用アルコール製剤（アルコー
ル分 60 ～ 80％）を使えば、ウイルスは
ほぼ死滅します。

人込みを避ける

川崎市の発熱相談センター

インフルエンザが
疑われる症状

●突然の高熱（38 度以上）　
●咳　●のどの痛み　
●だるさ　●鼻汁・鼻づまり　

「かかりつけ医」を受診 すぐに
救急病院に受診

●受診する時は、必ずマスクを
　着用してください。
●日ごろから、自分のかかりつけ
　医を知っておくことが重要です。

●息苦しい　●意識がない
　など、症状が重いとき

受診する前には、
通常の診療時間内に、

かかりつけ医に
電話してください

症状が軽い場合は、夜間、休日の受診は避けましょう症状が軽い場合は、夜間、休日の受診は避けましょう
混乱をできるだけ避けるために、症状が軽い場合は夜間、休日救急に行くことは控えて、医師や看護師の体制が整ってい
る診療時間内に、「かかりつけ医」を受診してください。

か
か
ら
な
い
工
夫
・

う
つ
さ
な
い
配
慮

人
込
み
を
避
け
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

手
洗
い
を
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あとがき
　今回は、新型インフルエンザの特集を組んでみました。

　川崎市医師会では、最大限夜間の診療時間の延長、休日急患診療所の医師の増員、

ハイリスクの方へ適切な医療体制を整えることなど、安心な医療を提供していきたい

と日々努力しております。

皮
膚
そ
う
痒よ
う

症

　

皮
膚
そ
う
痒
症
と
は
、
皮
膚
に
か
ゆ
み
だ
け
が
存

在
し
、
発
疹
（
ぼ
つ
ぼ
つ
、
赤
み
な
ど
）
を
認
め
な

い
病
気
で
す
。

　

冬
場
の
空
気
の
乾
燥
や
、
加
齢
に
よ
る
皮
膚
の
水

分
保
持
量
の
低
下
に
よ
り
、
皮
膚
の
外
部
か
ら
の
刺

激
が
皮
膚
の
内
側
に
伝
わ
り
や
す
く
な
り
、
か
ゆ
み

が
生
じ
ま
す
。

　

お
風
呂
で
は
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
や
ブ
ラ
シ
の
使
用

は
避
け
、
よ
く
石
け
ん
を
泡
立
て
て
、
柔
ら
か
い
タ

オ
ル
や
手
で
皮
膚
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
入
浴
後
は

皮
膚
が
す
ぐ
に
乾
燥
し
ま
す
の
で
、
ワ
セ
リ
ン
や
尿

素
軟
膏
な
ど
保
湿
剤
を
使
用
す
る
と
か
ゆ
み
が
生
じ

に
く
く
な
り
ま
す
。
か
ゆ
み
が
な
か
な
か
改
善
し
な

い
場
合
は
、
皮
膚
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
朝
目
覚
め
た
ら
、
突
然
天
井
が
回
り
だ
し
起
き
上

が
れ
な
い
。

○
吐
き
気
が
ひ
ど
く
て
ト
イ
レ
ま
で
這
っ
て
い
く
の

が
や
っ
と
。

○
布
団
に
戻
り
目
を
閉
じ
て
横
を
向
く
と
め
ま
い
が

お
さ
ま
る
が
、
天
井
を
見
た
瞬
間
グ
ル
グ
ル
が
始

ま
る
。

○
手
足
は
ち
ゃ
ん
と
動
く
か
？ 

し
び
れ
・
頭
痛
は
？ 

○
ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
ず
話
せ
な
い
か
？ 

○
唾
液
が
気
管
に
入
っ
て
む
せ
な
い
か
？

　

右
に
挙
げ
た
症
状
の
う
ち
、
も
し
ど
れ
か
に
思
い

当
た
れ
ば
、
脳
血
管
に
障
害
が
起
き
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
。
全
部
大
丈
夫
な

ら
耳
の
障
害
を
考
え
ま
す
。

　

め
ま
い
が
落
ち
着
い
た
ら
耳
鼻
科
で
耳
の
機
能
検

査
を
。
こ
の
場
合
ど
ん
な
に
激
し
い
め
ま
い
で
も
数

日
で
お
さ
ま
る
の
で
、
あ
せ
ら
な
い
こ
と
で
す
。

め
ま
い

A Q

市民向け
公開講座一覧

川崎市医師会では、市民向け公開講座を開催しています。事前申し込みおよび参

加費は不要です。ふるってご参加ください。

日時 講演名 演題 場所

11月１日（日）
午前10時

第 32回かわさき
市民祭り

「目の健康相談」
「皮膚科の健康相談」

　「目の健康相談」  川崎競輪場 東レストハウス
　「皮膚科の健康相談」  サンピアンかわさき
 〔 JR 川崎駅、京急川崎駅　各徒歩15分 〕  

11月4日（水）
午後 6時 30 分

川崎市医師会
主催市民公開
講座

「知っていますか？子どもたちのネットあそび
～保護者の無知が子供をネット犯罪者に？！～」

エポックなかはら
 〔 JR 南 武 線 武 蔵 中 原 駅　 徒 歩 1分 〕 

11月8日（日）
午前9時

第 28回
宮前区民祭 「目の健康相談」

川崎市中央卸売市場北部市場青果棟前
 〔 当日は東急田園都市線 宮前平駅から 〕 　  8 ～15分間隔で無料バスが運行されます。

11月8日（日）
午後1時

中原区医師会
主催市民公開
講座

「わかりやすい肝臓病のお話
－肝炎、肝硬変、肝がん－」

関東労災病院内 総合研修センター

 〔 東急東横線 元 住吉駅　徒歩 7 分  〕   東急東横線 武蔵小杉駅　徒歩12 分　  
    JR 南武 線 武 蔵小 杉駅　徒歩 14 分　

11月14日（土）
午後1時 30 分

第 80回市民の
ための腎臓病
講座

「腎臓病と糖尿病の検査値（血液・尿）のみかた」
「腎臓病におけるカリウム制限」

てくのかわさき
 〔 東急田園都市線 溝の口駅　徒歩 5分 〕　 JR 南武線 武蔵溝ノ口駅　徒歩 5分　

原
因　

加
齢
、
特
に
閉
経
後
の
女
性
／
日
光
浴
不

足
／
生
活
様
式
（
運
動
不
足
・
喫
煙
・
飲
酒
）

／
栄
養
不
足
／
病
気
（
糖
尿
病
な
ど
）
／
薬
の
副

作
用
／
遺
伝
体
質

症
状　

腰
や
背
中
が
痛
む
／
背
中
や
腰
が
丸
く
な

る
、
背
が
縮
む
／
骨
折
し
や
す
い

治
療　

食
事
療
法
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食

事
／
薬
物
療
法
（
飲
み
薬
・
注
射
）
／
理
学
療
法

と
し
て
温
熱
療
法
、
低
周
波
治
療
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な

ど
　
（
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
と
い
う
薬
を
使
用
中

に
抜
歯
な
ど
の
処
置
を
受
け
る
と
、
顎
の
骨
が
壊

死
す
る
こ
と
が
、
ご
く
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
歯
科

で
治
療
中
の
方
は
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

1
日
30
分
以
上
歩
く

軽
い
体
操
を
毎
日
続
け
る

日
常
生
活
で
の
心
が
け

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う

乳
製
品
、
小
魚
、
海
藻
、
豆
製
品
、
緑
黄
色
野
菜

適
度
な
日
光
浴
を
し
ま
し
ょ
う

夏
は
木
陰
な
ど
の
日
陰
で
熱
中
症
に
注
意
し
、
水

分
を
十
分
に
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
を
し
ま
し
ょ
う

散
歩
は
階
段
や
坂
道
を
な
る
べ
く
避
け
て
、
1
日

30
分
以
上
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、

軽
い
体
操
を
毎
日
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

川
崎
市
で
は
妊
婦
健
診
の
助
成
回
数
が
平
成

21
年
4
月
か
ら
14
回
に
増
え
ま
し
た
。

　

妊
娠
を
正
常
に
経
過
さ
せ
て
、
健
康
な
赤

ち
ゃ
ん
を
安
全
に
出
産
す
る
に
は
、
妊
娠
中
の

健
康
診
査
と
保
健
指
導
の
徹
底
が
大
切
で
す
。

妊
娠
に
よ
り
お
母
さ
ん
の
身
体
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
が
生
じ
、
非
妊
時
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
て
き
ま
す
。
妊
娠
中
ほ
と
ん
ど
健
診
を
受

け
ず
、
母
児
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
飛
び

込
み
分
娩
を
す
る
と
、
母
児
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
定
期
的

な
健
診
（
※
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

こ
の
補
助
券
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

無
料
券
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
保
険
が
適
用
に
な
る
場
合
は
ご
利
用
に
な

れ
ま
せ
ん
。  

妊
婦
健
康
診
査
の
補
助
券
が

14
回
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
か
？

食
事
・
日
光
浴
・
運
動
で

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

〜
閉
経
後
の
女
性
は
特
に
注
意
を
〜

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
は
、

体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
、

骨
が
も
ろ
く
折
れ
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

※妊娠24週未満（第6月）
までは 4 週に 1 回、妊
娠 24 週から 36 週未満
（第 7 月から第 9 月末）
までは 2 週に 1 回、妊
娠 36 週（第 10 月）以
降分娩までは 1 週間に
１回の健診




